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＜来週の聖書から
【三つのたとえ話
来週の聖書箇所は、その中でも有名なところです。ルカの１５章には“失
われた羊の喩”、“失われたコインの喩”そしてこの“放蕩息子の喩”があ
ります。
人たちを迎えて、食事まで一緒にしている」と不平を言いだした
ますから、これに対する反論の一つになっているのです。問題の中心は“罪
人”あるいは“
めて福音を信ずることが最後まで貫かれています（マルコ
の箇所は、この中の放蕩息子の喩のところです。
【聖書を読む】まず読む事から始めるべきです。当り前のことのようです
が、“だいたい聖書の何処に何が書いてある”ということが分かって
と、反対をしてしまうことがあります。聞いたことがありますが、証しの
中で“放蕩息子のようであった私が・・・”
は後悔し悔い改め、神に
たいことのために聖書のこの箇所があるのだ”と、聖書を用いているので
す。しかし、聖書は読むものです。私が書いたものではありません。おま
けにずいぶん昔に、違う文化の中で、違う言葉で書かれたものなのです。
まず読んで、読んでいる私に、何が信仰的にも生理的にも与えられるかを、
探らなければならないのです。そこには私の主張はありません。
くるのは、私の好む事柄とは別の、神様の思いと救いのはずです。
【放蕩息子】この物語に進みましょう。弟は悲惨な生活の中で“父に頼ろ
う”と決意し、その通りに行います。“
言おう。「お父さん、わたしは天に対しても、またお父さんに対しても罪
を犯しました。もう息子と呼ばれる資格はありません。雇い人の一人にし
てください
【兄だって】ところがこの喩で教えられることに兄の存在があります。忠
実な息子のように読めそうですが、はたして、父なる神の思いに忠実だっ
たでしょうか。私たちも、経験する
に主は語っ
にとって“父は力”でした。父に頼って豊かに過ごそうと思っていたとこ
ろに弟が
あるいは
に、自分が受けるべき優しさを、弟に注いでいるのを目の当たりにするこ
とになります。気づくべきは、
を共に招こうとします。聖書にはありませんが、
が分かります。“父の思いを知った兄は、失われていた息子と共
の恵にのぞんだ
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